
（認特）　水俣フォーラム

オンラインと対面型の併用による水俣病の
普及啓発と人材育成

 東京都、熊本県、日本全域活動地域

催し参加者数
（オンライン含む） 2,100 人

SNS継続受信者数 396 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 20 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
団体初の試みとしてオンラインと対面型の併用で水
俣病講演会を2回、セミナーを3回開催した。総参加
者数は2,100人（うち見逃し配信を含むオンライン視
聴者1,540人）と、多くの人に「水俣病事件」について
考える機会を提供できた。約7割がオンラインでの参
加となったが、画面越しでも水俣病についての理解
を深められたという声も寄せられた。
また、SNSでの情報発信も新たに取り入れ、今年度
は催しの案内にとどまったが、400人近くの継続受信
者が支持、拡散等の協力を得られ、より多くの人に催
し情報を広めることができた。課　題

昨今の世界中の問題に通底する「水俣病事件」を繰り
返さない、また風化させないために、その経験を海外
や未来を担う若い世代をはじめとする社会一般の
人々に広く伝える。

目　標
オンラインを含めた水俣病の経験の共有を軸に、若
者を中心とした水俣病の導き手を新たに育成し、さ
らに国内外に向けてSNS等で情報発信する。 〒169-0075 

東京都新宿区高田馬場1-34-12 
竹内ローリエビル404
電話：03-3208-3051
E-mail：mf1997@minamata-f.com
HP：https://npo.minamata-f.com/

オンラインと対面による水俣セミナーの様子オンラインと対面による水俣セミナーの様子

新たに開設したTwitterホーム画面新たに開設したTwitterホーム画面

催しはオンラインと対面型を併用して社会情勢を注視しながら実施していき、
SNSでは定期コラムのようにより中身のある発信とともに外国語での発信と問い
合わせ対応の仕組みを構築する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍での催しは、
開催の可否、会場の収容人数制限、
感染対策等、考慮すべき点が多く、
臨機応変な対応が求められた。

■工夫した点
オンラインではライブ配信と見逃し
配信を設けたことで、同時性も持ち
合わせながら、場所や時間の縛りが
ない参加も可能にした。

（公財）　水島地域環境再生財団

コンビナート地域におけるSDGsの実現を
目指した協働の取り組み
～大気汚染公害資料館設立に向けて～

 岡山県活動地域

『水島メモリーズ』刊行 14,000 部

地域カフェ開催 3 回

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 35 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
公害の経験も含む地域の記憶の収集として、みずし
ま地域カフェを開催し、パブリックヒストリーの手
法を用いて『水島メモリーズ』としてまとめて刊行し
た。『水島メモリーズ』は「ニューリンデン編」「朝鮮
学校編」「水島臨海鉄道編」の3編をまとめ、地域内で
配布した。公害の文脈を地域の中で受け入れられや
すい形とするために、水島の記憶を様々な側面から
掘り起こし、そのストーリーと公害との接点を見せ
るようにした。他にも公害患者のヒアリング、資料収
集・整理、展示、教材開発、ホームページの整備の事
業を行った。 課　題

公害をはじめとした地域にまつわる困難な歴史を、
地域の価値に転換する。

目　標
みんなの資料館としての公害資料館の実現。

〒712-8034 
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水島メモリーズ水島メモリーズ

みずしま地域カフェの様子みずしま地域カフェの様子

みずしま地域カフェ・『水島メモリーズ』の継続と、ミニ資料館づくりとしての患者
会事務所の改装を行う。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
「公害を伝える」というイメージの固
定化（被害/加害構造の固定化）を壊
し、多面的に公害を捉え直す。

■工夫した点
『水島メモリーズ』及び教材、ホーム
ページともに、視覚的にイメージを
伝えられるように画像を多用した。
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